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霧島市立保育所の設置及び管理に関する条例の一部改正について
霧島市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正について
霧島市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員，設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の
一部改正について
霧島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

霧島市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、2019年度政府予算
に係る意見書採択の要請について
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霧
島
市
保
育
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
清
水
保
育
園
を
民
営
化
す

る
こ
と
に
伴
い
、
同
園
を
廃

止
す
る
た
め
、
本
条
例
の
所

要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
と
の
説
明
。

問
　
民
営
化
計
画
は
、
有
償

譲
渡
・
貸
付
を
原
則
と
し
て

い
る
。
今
回
、
清
水
保
育
園

の
土
地
・
建
物
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
の

か
。

答
　
園
舎
・
園
庭
等
が
狭
い

な
ど
の
問
題
が
あ
る
た
め
、

３
年
以
内
に
施
設
を
新
し
く

移
転
す
る
こ
と
を
条
件
に
公

募
し
た
。
そ
の
た
め
土
地
・

建
物
は
無
償
貸
付
と
し
た
。

問
　
現
在
の
清
水
保
育
園
職

員
は
、
多
く
の
方
が
残
る
こ

と
に
な
る
。
民
営
化
以
降
の

給
与
や
休
暇
な
ど
の
処
遇
は

ど
う
な
る
の
か
。

答
　
引
受
け
法
人
と
市
で
、

13
人
の
保
育
士
・
調
理
師
の

方
と
面
接
し
た
。
民
営
化
後

の
給
与
は
、
現
在
の
市
の
賃

金
よ
り
高
く
提
示
さ
れ
て
い

る
。
規
則
等
で
最
高
40
日
の

年
次
有
給
休
暇
が
あ
る
が
、

法
人
の
就
業
規
則
に
基
づ
い

て
設
定
を
さ
れ
る
た
め
少
な

く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考

え
て
い
る
。

▼
保
育
園
民
営
化
は
、
営
利

目
的
が
第
一
と
な
る
懸
念
が

あ
り
、
公
的
保
育
を
市
が
放

棄
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
ま
た
、
保
育
士
の

削
減
や
質
の
低
下
、
こ
れ
ま

で
利
用
し
て
い
た
保
護
者
の

意
に
沿
わ
な
い
方
針
や
対
応

に
転
換
す
る
場
合
も
あ
り
、

通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に

大
き
く
影
響
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
賛
成
で

き
な
い
と
の
反
対
討
論
。

　
無
償
貸
し
付
け
で
、
移
管

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
３

年
以
内
に
建
替
え
移
転
の
条

件
の
下
、
民
営
化
が
進
め
ら

れ
る
。
民
間
の
活
力
を
十
分

に
生
か
し
な
が
ら
、
保
育
環

境
の
充
実
・
発
展
と
い
う
も

の
を
期
待
で
き
る
と
信
じ
て

い
る
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

霧
島
市
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
人
員
、

設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正　
対
象
者
を
要
支
援
１
及
び

２
、
要
介
護
１
か
ら
５
の
認

定
を
受
け
た
方
で
、
原
則
と

し
て
市
民
の
み
が
保
険
給
付

の
対
象
と
な
る
。
市
の
介
護

保
険
事
業
計
画
に
沿
っ
た
整

備
を
図
れ
る
な
ど
、
市
の
実

情
に
沿
っ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
基
準
改
正
に

よ
り
、
障
害
者
制
度
で
サ
ー

ビ
ス
の
指
定
を
受
け
た
事
業

者
で
あ
れ
ば
、
障
が
い
者
の

施
設
で
高
齢
者
を
受
入
れ

る
、
あ
る
い
は
高
齢
者
の
施

設
で
障
が
い
者
を
受
け
入
れ
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◉審査した議案・陳情を掲載しています。

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
の

説
明
。

問
　
条
例
の
改
正
は
、
状
況

や
報
告
な
ど
機
会
を
設
け
る

期
間
を
３
か
月
に
１
回
か
ら

６
か
月
に
１
回
に
変
更
す
る

こ
と
で
連
携
は
と
れ
る
の

か
。

答
　
地
域
密
着
型
の
事
業
所

は
、
市
役
所
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、地
域
の
公
民
館
長
、

民
生
委
員
な
ど
を
含
め
た
運

営
推
進
会
議
を
設
置
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
事
業
所
が
ど
の
よ
う
に

地
域
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
、

そ
の
地
域
の
課
題
が
解
決
で

き
る
の
か
を
想
定
し
て
い

る
。

霧
島
市
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

　
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
本
市
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
創
設
さ
れ
た
接
道
規

制
に
係
る
特
例
認
定
制
度

は
、用
途
及
び
規
模
に
関
し
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基

準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
市

が
、
交
通
上
、
安
全
上
、
防

災
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な

い
と
認
め
る
も
の
は
、
建
築

審
査
会
の
同
意
が
不
要
と
な

る
。

　
県
所
管
業
務
か
ら
市
所
管

業
務
と
な
る
こ
と
か
ら
、
申

請
手
数
料
を
新
た
に
規
定
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
。

　問
　
支
障
が
な
い
と
い
う
の

は
、ど
う
い
う
状
況
な
の
か
。

答
　
建
築
物
の
周
囲
に
広
い

空
き
地
が
あ
る
場
合
、
当
該

空
き
地
が
避
難
及
び
通
行
の

安
全
、日
照
、風
通
し
な
ど
、

そ
れ
ら
の
確
保
の
観
点
か

ら
、
道
路
と
同
等
の
機
能
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
県
の
実
績
で

は
、
本
市
の
関
係
は
何
件

あ
っ
た
の
か
。

答
　
本
市
に
お
け
る
特
例
許

可
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
の
４
年
間
で
24
件
、

認
定
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
８
件

と
な
っ
て
い
る
。

問
　
手
数
料
を
取
る
と
い
う

こ
と
は
、
認
定
は
市
が
す
る

の
か
。

答
　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

霧
島
市
地
方
活
力
向
上
地
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
不

均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
地
域
再
生
法
の
、
一
部
改

正
に
よ
り
、
企
業
の
本
社
機

能
の
移
転
に
対
す
る
課
税
の

優
遇
措
置
が
拡
充
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
本
市
条
例
を

一
部
改
正
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
東
京
23
区
か
ら
本
市
の
地

方
活
力
向
上
地
域
で
あ
る
、

都
市
計
画
用
途
地
域
や
工
業

団
地
の
一
部
へ
本
社
機
能
等

を
移
転
す
る
移
転
型
事
業
に

対
し
、
固
定
資
産
税
の
不
均

一
課
税
措
置
に
よ
り
、
３
年

間
の
課
税
免
除
と
す
る
も

の
。

　
支
援
対
象
施
設
は
、
事
務

所
、
研
究
所
、
研
修
所
及
び

工
場
内
の
研
究
開
発
施
設
で

あ
る
と
の
説
明
。

　問
　
こ
の
件
に
関
し
て
、
企

業
か
ら
の
問
合
せ
は
あ
る

か
。

答
　
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

問
　
移
転
型
の
事
業
所
で
、

新
た
な
工
場
の
設
備
投
資
は

対
象
と
な
る
か
。

答
　
工
場
等
の
設
備
に
つ
い

て
は
、
霧
島
市
工
業
開
発
促

進
条
例
等
の
適
用
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

霧
島
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

　
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
待
機

児
童
の
解
消
や
地
域
の
子
育

て
支
援
機
能
の
基
盤
維
持
の

確
保
に
向
け
て
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
と
の
説
明
。

問
　
今
回
の
改
正
は
、
都
市

型
の
待
機
児
童
解
消
に
向
け

た
施
策
の
改
正
と
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答
　
都
市
型
に
お
い
て
は
、

待
機
児
童
の
解
消
、
地
方
に

お
い
て
は
地
域
の
子
育
て
支

援
機
能
の
基
盤
整
備
が
目
的

に
な
っ
て
い
る
。本
市
で
も
、

０
歳
か
ら
２
歳
児
の
潜
在
的

待
機
児
童
も
あ
り
、
こ
の
解

消
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

教
職
員
定
数
と
義
務
教
育
国

庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元

を
求
め
る
陳
情
書
を
採
択

　
２
０
０
６
年
小
泉
内
閣
時

議案第72号
議案第80号

霧島市手数料条例の一部改正について
霧島市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部改正について

………………………………………　全会一致で可決

………………………………………　全会一致で可決

◉審査した議案を掲載しています。
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に
、
三
位
一
体
の
改
革
で
、

義
務
教
育
国
庫
負
担
は
国
が

二
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
に

削
減
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
地

方
自
治
体
の
負
担
が
増
加

し
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
水

準
に
格
差
が
出
て
し
ま
う
と

の
懸
念
が
あ
る
。
子
ど
も
た

ち
が
、
一
定
水
準
の
教
育
を

受
け
ら
れ
な
い
懸
念
が
あ
る

こ
と
か
ら
本
陳
情
を
提
出
し

た
と
の
説
明
。

問
　
教
育
現
場
の
環
境
は
大

変
と
の
声
を
聞
く
が
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
。

答
　
鹿
児
島
県
だ
け
で
は
な

く
、
全
国
的
に
も
メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
問
題
と

し
て
、
部
活
動
が
か
な
り
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い

る
。
報
告
物
な
ど
も
多
く
、

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時

間
が
減
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
が
現
状
と
し
て
あ
り
、

計
画
的
な
教
職
員
定
数
の
改

善
が
求
め
ら
れ
る
。

民営化される清水保育園
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